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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
穏
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

「
誠
実
・
公
正
」
で
「
町
民
目
線
に
立
っ
た
町
政
」

の
基
本
姿
勢
を
軸
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
由
良
町
の

発
展
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
思
い

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
富
士
山
の

世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
、
２
０
２
０
年
の
東
京

で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
決
定
等
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
わ

が
国
の
経
済
情
勢
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、い
わ
ゆ
る
「
３
本
の
矢
」

と
呼
ば
れ
る
経
済
政
策
の
効
果
か
ら
、
公
共
投
資

や
個
人
消
費
の
増
加
傾
向
が
続
く
も
の
の
、
依
然

と
し
て
雇
用
、所
得
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

一
部
に
停
滞
感
が
残
る
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
復

興
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
未
だ
多
数
の
方
々
が

困
難
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
一
日
も

早
い
復
興
を
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
約
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
保
育
所
の
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様

方
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
本
年
４
月
「
ゆ
ら

こ
ど
も
園
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め

の
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
も
小
引
か
ら
白
崎
間
、
衣
奈
ト
ン

ネ
ル
を
含
む
門
前
か
ら
衣
奈
間
、
衣
奈
か
ら
三
尾

川
間
等
の
幹
線
道
路
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
化
・
高
齢
者
対
策
の
推
進
、
保
健
・
医
療

の
充
実
、
防
災
対
策
事
業
、
下
水
道
の
整
備
、
鳥

獣
害
対
策
事
業
等
に
つ
き
ま
し
て
は
着
実
に
進
展

し
、一
定
の
成
果
を
収
め
て
は
き
ま
し
た
が
、農
業
、

漁
業
、
商
工
業
の
育
成
・
強
化
、
地
域
活
性
化
対

策
等
難
し
い
課
題
も
山
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
と

手
を
携
え
て
取
り
組
み
、「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
職
員
一
致
団
結
し
て
更
な
る
町
政
進

展
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か

で
穏
や
か
な
佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
活
力
を
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条例制定
＊由良町職員の再任用に関する条例
				  
条例改正	
＊由良町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例					  
					   
補正予算		  			 
＊平成２５年度由良町一般会計補正予算（第３号）					   
　歳入歳出にそれぞれ５０，０００千円を追加し、総額４，７３４，４００千円となりました。
＊平成２５年度由良町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）　
　歳入歳出にそれぞれ３，９７６千円を追加し、総額４４５，３８８千円となりました。	
＊平成２５年度由良町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算（第 2 号）　
　歳入歳出にそれぞれ６，５７６千円を追加し、総額７４７，６５９千円となりました。

その他
＊土地の取得について					   
＊衣奈漁港海岸整備その３工事請負変更契約の締結について					   

一般会計５千万円を追加！平成２５年第４回定例会

　平成２５年第４回定例会が、１２月１０日（火）から１８日（水）までの９日間の会期で行われました。　
　この議会では一般会計補正予算など７議案等が慎重な審議の結果、可決されました。

項　　　目 補正額 主な内容
分 担 金 及 び 負 担 金 100 災害復旧費分担金

国 庫 支 出 金 54,819
地籍調査事業費負担金 2,450　更生医療給付費負担金 4,100　公共土木施設災
害復旧費国庫負担金（現年度分）5,669
紀州材公共施設整備事業補助金△ 2,830　地域の元気臨時交付金 45,430 

県 支 出 金 △ 22,691

地籍調査事業費負担金 1,225　更生医療給付費負担金 2,050　
地域グリーンニューディール基金活用事業補助金△ 25,694
果樹産地づくりステップアップ支援事業補助金 364 
参議院議員選挙費委託金△ 636　               

繰 入 金 △ 9,000 財政調整基金繰入金△ 9,000
諸 収 入 △ 28 預金利子収入△ 28
町 債 26,800 過疎対策事業債 24,000　公共土木施設災害復旧事業債 2,800
合 計 50,000

項　　　目 補正額 主な内容
総 務 費 4,049 消耗品費△ 221　地籍調査測量業務委託料 4,900　参議院議員選挙費△ 630

民 生 費 10,930 
地域福祉センター配管改修工事 2,310　更生医療給付費 8,200　電算プログラ
ム修正委託料 420

衛 生 費 227 火葬場屋外舗装補修工事 227 

農 林 水 産 業 費 24,364 
選果施設設置事業補助金 24,000　果樹産地づくりステップアップ支援事業補助
金 364

商 工 費 770 旅費 360　観光ＰＲ資材 200　観光活性化フォーラム負担金 210
教 育 費 1,150 管理用備品購入費 1,150
災 害 復 旧 費 8,510 県土地改良事業団体連合会分担金 10　河川・道路災害復旧工事 8,500
合 計 50,000 

平成２５年度　由良町一般会計補正予算（第３号）

（単位：千円）

（単位：千円）

歳入

歳出
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詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）までお問い合わせください。

●社会保険料控除
　１月１日から１２月３１日までに納付いただいた介護保険料・後期高齢者医療保険料は、所得税の確定申告
や町県民税の申告の際に『社会保険料控除』の対象となりますが、申告の際に納付証明書が必要です。

●６５歳以上で特別徴収（年金天引き）により納めている方
   保険料を特別徴収（年金天引き）で納めている方は、年金保険者から送付されてくる源泉徴収票の社会保険
料がその保険料の納付証明書となります。
　ただし、特別徴収で納めている方で、天引きされている年金の種類が遺族年金や障害年金の場合は、年金保
険者から源泉徴収票が送付されませんので、納付証明書を住民福祉課で発行します。

●６５歳以上で普通徴収（口座振替、納付書払い）により納めている方
　普通徴収（口座振替、納付書払い）で納めている方は、納付証明書は役場住民福祉課で発行します。

●納付証明書の発行手続き
    納付証明書を受け取りに来られる方の本人確認書類（運転免許証等）と印鑑をお持ちのうえ、住民福祉課ま
でお越しください。

●障害者控除対象者認定
    介護保険制度で要介護の認定を受けた６５歳以上の高齢者には、介護認定の審査判定資料を確認し、基準により、
所得税の確定申告や町県民税の申告で『障害者控除』を受けるための認定書を発行します。

●障害者控除対象者の認定対象
    障害者控除対象者の認定対象となるのは、由良町で要介護認定を受けており、身体障害者手帳等をお持ちでな
い６５歳以上の方で、要介護１から要介護５に認定された方です。

●障害者控除対象者の認定申請手続き
　印鑑をお持ちのうえ、住民福祉課までお越しください。

要介護認定高齢者の障害者控除について

介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付証明について

移 動 県 民 相 談 

日時 平成2６年１月２１日(火)午後1時から午後4時まで 
                  相談時間は１件につき約２０分です。 

 
場所 日高振興局 
   （受付～３階 中会議室・相談室～３階 小会議室Ｂ）          

 
相談内容 土地・建物、借地・借家、相続、離婚、金銭関係 
     損害賠償など法律問題（弁護士が無料で相談） 
     行政相談 
 
事前受付 平成２６年１月７日（火）午前9時から・先着10名 
     日高振興局 総務県民課へ電話予約 
    （073８－2４－２9３６）              

 
　　　　　　問合先：和歌山県 県民生活課     和歌山市小松原通一丁目１番地
                                             　　　　　　　　　　　 ☎ 073-441-2356（直通）
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ノロウイルスによる食中毒を防ぎましょう

詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）までお問い合わせください。

　食中毒の原因となる細菌やウイルスのうち、
日本で最も患者数が多いのが、ノロウイルス
です。感染力が非常に強く、ごく少量のウイ
ルスでも発症します。ノロウイルスは、集団
感染が起きやすいので、十分な注意が必要で
す。

＊ノロウイルスによる食中毒の症状
　感染後、２４～７２時間で、吐き気やおう吐、
発熱、腹痛、下痢などの症状が現れます。感
染すると、ウイルスは約１週間便に排出され
ます。

＊感染経路は？
　ノロウイルスに汚染された食品を食べたり、感染した人の便やおう吐物を介して感染します。

＊感染を防ぐには…
　①食品は、しっかり加熱しましょう
　　ノロウイルスは、８５℃で 1 分以上加熱することで感染力が失われます。
　②きっちり手洗いをしましょう
　　調理前、食事前、トイレの後、帰宅後などには、石けんをよく泡立ててこすり洗いし、流水できっちりす
　　すぎましょう。２度洗いを行うとより効果的です。
　③調理器具等は常に清潔に保ちましょう
　　まな板や包丁などは洗剤でよく洗いましょう。消毒には次亜塩素酸ナトリウム ( 塩素系漂白剤 ) を用いま
　　しょう。
　④感染者が使用した物や触れた物は消毒しましょう

＊消毒液の作り方
　・便や吐物が付着した床、衣類などのつけ置き用
　　☆ 500ml のペットボトル 1 本分の水に、次亜塩素酸ナトリウムをペットボトルのふた 2 杯分入れる。
　　☆ 2ℓのペットボトル 1 本分の水に、次亜塩素酸ナトリウムをペットボトルのキャップ８杯分入れる。
　・食器などのつけ置き、トイレの便座やドアノブ・手すり・床を拭くとき用
　　☆ 500ml のペットボトル 1 本の水にペットボトルのふた ½ 杯分の次亜塩素酸ナトリウムを入れる。

＊手の洗い方：手洗いの前に…爪は短く切りましょう。時計や指輪は外しましょう。

☆洗い終わったら、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾燥させます。
☆微生物を取り除くには、20 秒以上手を洗う必要があります。『ハッピーバースデー』の歌を 2 回歌いながら
　洗うと、ちょうどそれくらいの時間になります。
※共同使用するタオルは雑菌の宝庫です。ハンカチやタオルは、共用しないようにしましょう。
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きのくにフレンズ 募集！！

　「きのくにフレンズ」とは、和歌山県の観光 PR 活動のお手伝いをしていただく、和歌山県観光連盟のキャン

ペーンスタッフです。

　●委嘱期間
　　平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日（1 年間）
　●応募資格
　　1. 県内在住又は出身の満 18 歳以上（平成 26 年 3 月 31 日現在、　
　　　高校生を除く。）で、協調性に富み、明朗で健康な方。性別問わず。
　　2. 県観光連盟が随時指定する日に、業務に従事していただける方。
　　3. 他の同様の募集等で入選し、上記期間中、その主催団体の拘束を
　　　受けることのない方。また、芸能プロダクション等と専属契約の
　　　ない方。

　

　

　業務内容、謝礼、応募方法、審査方法等の詳しいことについては、和歌山県観光連盟 キャンペーン

スタッフ係（TEL 073-441-2776）までお問い合わせください。

和歌山県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

柔道整復師（整骨院・接骨院）、鍼灸、マッサージの施術を受けている方へ
○ご自身が受けられた施術の内容（申請書）をご確認いただけるようになりました。
　ご自身が受けられた施術に係る、施術回数、施術部位、施術内容、負傷の原因、施術料・往療料の
内訳等について、広域連合に提出されている療養費支給申請書をご確認（支給申請書の写しの提供）
いただくことが出来ます。（一部、施術所の支払機関に関する情報等はご確認いただけない場合があ
ります。）

【主な記載内容】
◇負傷名、負傷原因（3 部位以上施術の場合）、負傷年月日（※柔道整復師のみ）
◇傷病名、症状（※鍼灸、マッサージのみ）				  
◇施術回数、施術を受けた日、施術内容					  
◇施術料・往療料等の内訳など	【ご確認が可能な方】							     
　原則として、後期高齢者医療の被保険者で、柔道整復師（整骨院・接骨院）、鍼灸、マッサージの
施術を受けられたご本人様が対象となります。（※ご希望の方は下記までご連絡下さい。）	

　　問合先：和歌山市吹上二丁目 1 番 22 号 日赤会館９F
　　　　　　和歌山県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　療養費適正化特別対策班
　　　　　　電話：０７３－４２８－６６８８
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広報ゆら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１月１日

　租税教育の一環として、今年度も町内の方を対象に「税に関する標語」の募集を行い、優秀作につ
いて１１月２６日 ( 火 ) に役場大会議室で表彰式を行いました。今年度は、小中学生から 248 点、一
般からは 20 点の応募がありました。受賞者は下記のとおりです。（敬称略）				  

	
   

町長賞　　　君の夢　ぼくの未来に　生きる税
　　　　　　　衣奈小学校 5 年　藤

ふ じ い

井　大
だ い き

樹				  
教育長賞　　納税が　住みよい未来の　架け橋に
		  由良中学校 1 年　大

お お え

江　晴
せ い や

也				  
議長賞 　　　納税で　みんなが担う　ゆらの明日						    
                            一般　神谷　　　中

なかぐち

口　小
さ よ み

夜美

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

平成２５年度　「税に関する標語」結果発表

　　　　　　　　　　　　　町税の納期限　　　			 

町・県民税　　　第４期	 　　　　
国民健康保険税　第８期

その税で　わたし達の幸せ未来　作ってね		
　　白崎小学校 4 年　　角

すみ

　心
こ の ん

暖
納税で　笑顔の花を　咲かせよう			 
　　由良小学校 6 年　　石

いしかた

方　未
み ゆ

夢
税金で　町と私も　支えられ				  
　　由良中学校 1 年　　曽

そ ね

根　愛
ま な え

恵
税金は　夢ある未来　つなぐため			 
　　由良中学校 2 年　　藤

ふ じ い

井　京
きょうすけ

介
ぼくたちの　今日と明日を　つなぐ税			 
　　由良中学校 2 年　　中

な か せ

世　紗
さ や か

花
この税で　心ゆたかな人作り　笑顔あふれる　
町作り		
　　一般　吹井		  村

むらかみ

上　良
りょうこ

子

入　賞

税金で　みんなで作ろう　良い町を		
　　白崎小学校４年　　浜

はまもと

本　乃
の あ

愛
税金で　自分の町を　いい町に			 
 　　衣奈小学校６年　　礒

いそざき

嵜　アムロ
この町の　大事な未来　守る税			 
　　由良小学校 6 年　　伊

い と う

藤　光
み れ

玲
税金は　由良の未来を　つくりゆく			 
　　由良小学校 6 年　　村

む ら た

田　知
ち ほ

穂
税金は　未来にかける　希望の橋			 
　　由良中学校３年　　大

おおかわ

川　竜
りゅうすけ

賛
おさめよう　みんなを支える　税金を
　　由良中学校３年　　南

みなみ

　百
ゆ り か

合花
助け合う　心で納める　由良の街		
　　一般　中	        　　髙

たかはし

橋　義
よ し み

巳

佳　作

納税が　住みよい未来の　架け橋に　　　由良中学校 1 年　	 　大
お お え

江　晴
せい

也
や

税金で　町と私も　支えられ　　　　　　由良中学校 2 年　	 　曽
そ ね

根　愛
まな

恵
え

ぼくたちの　今日と明日を　つなぐ税　　由良中学校 2 年　	 　中
な か せ

世　紗
さや

花
か

　　

特別賞 日高地方租税教育推進協議会会長賞　※上記の中で、中学生の作品３作品を選出しています。

１月３１日（金）
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平成２６年１月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

文
芸
コ
ー
ナ
ー

大
仏
は
な
べ
て
包
み
て
坐
し
給
ふ
真
向
ふ
我
の
過
去
も
未
来
も

台
風
の
過
ぎ
た
る
後
も
風
強
く
換
気
扇
の
音
厨
に
ひ
び
く

銀
木
犀
あ
し
た
の
風
に
香
り
き
て
あ
ま
く
や
は
ら
に
わ
れ
を
つ
つ
め
り

秋
風
に
身
を
委
ね
揺
る
る
ね
こ
じ
や
ら
し
こ
う
べ
を
垂
れ
て
稲
穂
の
ご
と
し

大
雨
や
台
風
情
報
の
聞
く
朝
菊
の
花
も
ら
ひ
わ
れ
は
安
ら
ぐ

猛
暑
に
も
夫
が
こ
ま
め
に
育
て
た
る
白
・
黄･

ピ
ン
ク
の
大
輪
の
菊

雨
の
中
由
良
の
祭
り
に
う
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の
ひ
び
き
湾
渡
り
く
る

共
に
賞め

で
る
人
あ
ら
な
く
に
庭
の
紅
葉
彩
極
ま
る
を
日
ご
と
待
つ
な
り

山
裾
の
つ
は
ぶ
き
の
花
咲
き
群
れ
て
黄
の
色
清
し
秋
は
更
け
ゆ
く

祭
と
て
三
面
鏡
を
睨
み
据
え
装
ひ
し
娘
は
友
を
待
ち
を
り

花
咲
か
せ
緑
育
て
る
雨
な
れ
ど
強
き
風
雨
と
な
れ
ば
恐
る
る

八
十
路
に
て
足
踏
み
ミ
シ
ン
に
今
日
も
縫
ふ
古
き
物
へ
の
こ
だ
は
り
持
ち
て

柚
の
実
の
色
づ
き
初
め
て
目
に
楽
し
続
く
台
風
に
吹
か
れ
落
ち
る
な

わ
が
父
の
五
十
回
忌
の
法
要
に
て
孫
や
曾
孫
の
祭
り
と
な
り
ぬ

護
国
神
社
の
命
日
祭
に
詣
で
き
て
義
兄
の
遺
影
に
語
り
か
け
た
り

夫
も
吾
も
ケ
イ
タ
イ
持
た
ず
今
の
世
に
五
つ
六
つ
の
子
ど
も
に
敗
け
る

幾
重
に
も
張
り
し
巣
の
中
女
郎
蜘
蛛
は
陽
に
は
な
や
ぎ
て
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

日
々
の
生
活
忘
れ
出
雲
路
め
ぐ
り
ゆ
く
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
長
旅
和
む

山

下

竹

中

小

川

大

西

中

家

細

川

寺

井

二
本
松

浜

田

山

下

中

家

竹

中

大

西

小

川

寺

井

細

川

二
本
松

浜

田

 

由
良
短
歌
会　
十
一
月
詠
草

清

美

貞

子

玲

子

克

恵

か
よ
子

ミ
チ
ヨ

冴

子

せ
つ
子

順

子

清

美

か
よ
子

貞

子

克

恵

玲

子

冴

子

ミ
チ
ヨ

せ
つ
子

順

子

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
用
心
棒
日
暮
し
剣　

波
燃
え
る
」　

池
永
陽　

角
川
書
店

・「
ロ
ス
ト
ケ
ア
」　

葉
真
中
顕　

光
文
社

・「
代
官
山
コ
ー
ル
ド
ケ
ー
ス
」　

佐
々
木
譲　

文
芸
春
秋

・「
ブ
ラ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」　

知
念
美
希
人　

新
潮
社

・「
海
賊
女
王　

上
・
下
」　

皆
川
博
子　

光
文
社

・「
甘
い
も
ん
で
も
お
ひ
と
つ
」　

田
牧
大
和　

文
芸
春
秋

・「
千
両
か
ん
ば
ん
」　

山
本
一
力　

新
潮
社

・「
家
族
の
見
え
る
場
所
」　

森
浩
美　

双
葉
社

●
児
童
図
書

・「
く
ま
の
コ
ー
ル
テ
ン
く
ん
」　

ド
ン
＝
フ
リ
ー
マ
ン　

偕
成
社

・「
お
ば
け
パ
ー
テ
ィ
」　

ジ
ャ
ッ
ク
デ
ュ
ケ
ノ
ワ　

ほ
る
ぷ
出
版

・「
や
き
い
も
す
る
ぞ
」　

お
く
は
ら
ゆ
め　

ゴ
ブ
リ
ン
書
房

衣
奈
会
館

・「
さ
わ
ら
び
の
譜
」　

葉
室
麟　

角
川
書
店

・「
ま
ほ
ろ
駅
前
狂
騒
曲
」　

三
浦
し
を
ん　

文
芸
春
秋

・「
王
に
な
ろ
う
と
し
た
男
」　

伊
東
潤　

文
芸
春
秋

・「
あ
ず
か
り
や
さ
ん
」　

大
山
淳
子　

ポ
プ
ラ
社

・「
団
塊
の
秋
」　

堺
屋
太
一　

祥
伝
社

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。
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広報ゆら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１月１日

「
メ
ガ
ネ
」

老
眼
鏡
か
け
て
読
ん
で
る
漫
画
本

メ
ガ
ネ
か
け
亡
父
に
以
て
来
た
孫
の
顔

お
メ
ガ
ネ
に
適
わ
ぬ
嫁
が
看
取
り
ま
す

色
メ
ガ
ネ
は
づ
せ
ば
見
え
る
澄
ん
だ
空

メ
ガ
ネ
か
け
益
す
ま
す
品
が
深
く
な
る

メ
ガ
ネ
ザ
ル
可
愛
い
く
見
え
る
顔
つ
き
わ

メ
ガ
ネ
か
ら
見
え
る
景
色
は
景
気
良
し

鍵
メ
ガ
ネ
隠
れ
ん
坊
の
仲
間
で
す

老
眼
で
メ
ガ
ネ
頼
り
に
読
書
す
る

変
装
の
メ
ガ
ネ
も
役
に
た
た
な
く
て

メ
ガ
ネ
は
ず
し
新
聞
よ
め
ば
目
が
か
す
む

メ
ガ
ネ
つ
け
友
の
姿
を
見
直
し
て

さ
て
メ
ガ
ネ
ど
こ
え
お
い
た
か
お
お
さ
わ
ぎ

世
間
見
る
メ
ガ
ネ
は
外
に
も
う
ひ
と
つ

メ
ガ
ネ
か
け
好
き
な
本
読
み
楽
し
み
よ

強
面
も
メ
ガ
ネ
外
せ
ば
間
抜
け
顔

メ
ガ
ネ
道
楽
逝
か
れ
て
困
る
後
し
ま
つ

切
れ
る
奴
光
る
メ
ガ
ネ
が
頼
も
し
い

老
眼
鏡
は
ず
せ
ば
文
字
が
逃
げ
て
行
く

老
眼
の
奥
義
は
メ
ガ
ネ
世
界
変
え

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

焼
芋
の
車
を
追
う
て
行
く
子
か
な

余
生
な
ほ
楽
し
み
乍
ら
み
か
ん
採
る

小
春
日
は
二
日
と
保
た
ぬ
こ
の
気
象

立
冬
や
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
裏
庭
に

冬
満
月
磨
か
れ
て
ゐ
る
獣
道

冬
の
虹
字
よ
り
字
へ
掛
か
る
夢

行
く
秋
や
ピ
ア
ス
ひ
と
つ
を
買
ひ
足
せ
り

み
か
ん
山
ど
こ
ま
で
続
く
道
け
は
し

切
り
岸
に
薄
桃
色
の
返
り
花

農
夫
は
魔
術
師
冬
菜
な
ど
溢
れ
し
め

蜜
柑
郷
寺
の
慶
事
は
総
出
に
て

一
人
居
に
二
串
三
串
柿
干
せ
る

揚
舟
の
浜
初
冬
の
波
荒
く

巫
女
達
の
私
語
姦
し
き
神
の
留
守

返
り
花
庭
を
ぐ
る
っ
と
車
椅
子

岩
攫
ふ
ご
と
き
潮
湧
き
北
風
曇
り

う
っ
と
り
と
見
送
る
綿
虫
の
行
方

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

高

橋

竹

中

田

淵

奈

良

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

吉

村

柳

岡

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

義

巳

桃

代

佳

根

美
恵
子

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

美
恵
子

百
合
江

昭

子

豊

子

き
よ
み

恭

子

幸

代

清

美

文

香

雅

竜

き
よ
み

美
千
代

義

巳

恒

子

マ
サ
コ

小
夜
美

安

子

充

明

英

子

治

郎

克

己

進

美

服

部

田

代

山

下

五

嶋

中

塚

白

山

中

﨑

橋

本

井

口

礒

嵜

高

橋

岡

本

森中

口

山

﨑

井

上

稲

葉

貴

志

谷

中

坂

口
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平成２６年１月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

活
動
し
て
い
ま
す
！

NO. ２０

一行詩の受賞作品決まる !！
　由良町青少年育成町民会議では由良町在住の小中学生に 10 年後の自分を描き、夢や希望を持ち思い
やりの心、前向きの心、チャレンジする力を育んでもらいたいと一行詩を募集したところ、４００点の
応募がありました。その中から特に共感した作品を次のように選びました。

　

　　

　　【小学生低学年の部】　　由良小学校２年　白
しらかし　みすず

樫未鈴
　　今、わたしは、びようしさんに、なりたいとおもっていますが、10 年たって、
　　ゆめへのどりょくをしていますか。
　　人によろこんでもらえるすてきなしごとができるようにえがおでがんばって
　　いますように。

　　　【小学生高学年の部】　　衣奈小学校５年　数
か ず み 　 り く と

見陸斗
　未来のおれ、ゆめかなえているか。かなえてたらよし、かなえていな かったらがんばれ。
　あと、かあさんをたいせつに。

　　【中学生の部】　　由良中学校３年　　名
な

古
ご

美
み

幸
ゆき

　24 歳の私へ　　　
　　強い心と優しさと勇気を持って
　　そして、強い信念を持って生きろ！！
　　　　　　　　　　　　14 歳の私より　

☆ 役場ロビー等で応募された作品を掲示しています

今
回
は
、
来
年
１
月
19
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
第

50
回
日
高
地
方
駅
伝
競
争
大
会
」
並
び
に
２
月
16
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
「
第
13
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
競
走
大
会
」
に
向
け
て
由
良
町
の
代
表
と
し
て
結

成
さ
れ
た
駅
伝
選
手
団
（
小
、
中
学
生
の
男
女
約
20
名
）

を
取
材
し
ま
し
た
。

取
材
日
（
12
月
16
日
）
が
練
習
初
め
で
、
こ
れ
か
ら
約

２
か
月
間
大
会
に
向
け
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
由
良
町
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
練
習
に
取

り
組
む
。

②
チ
ー
ム
と
し
て
、
み
ん
な
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
元
気
よ
く
、
あ
い
さ
つ
、
行
動
を
す
ば
や
く
。

③
練
習
を
重
ね
自
信
を
つ
け
る
。

④
体
の
ケ
ア
を
忘
れ
ず
、
栄
養
補
給
を
十
分
に
。

な
ど
技
術
以
外
の
事
も

指
導
を
受
け
、
監
督
、
コ
ー

チ
、
選
手
が
一
丸
と
な
っ

て
、
前
年
の
順
位
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
練
習
風
景

を
見
か
け
た
ら
温
か
い
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

最 優 秀 賞

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た

文
化
賞
受
賞
の
羽
山
直
幸
さ

ん
の
ふ
り
が
な
が
誤
っ
て
記

載
し
て
お
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
「
は
や
ま
な
お
ゆ
き
」

さ
ん
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
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広報ゆら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１月１日

由良町１月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
29 30 31 1 2 3 4

・元旦

5 6 7 8 9 10 11
・消防団出初式 ・エクササイズ教室

 （中央公民館）　　　
・健康相談（衣奈会館）

・育児相談（中央保
育所内支援センター
ゆらっこ）

・健康相談
 （中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

12 13 14 15 16 17 18
・平成２６年
　由良町成人式

・成人の日 ・エクササイズ教室　
（中央公民館）

・４か月児・１０か
月児健診（白崎会館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

19 20 21 22 23 24 25
・エクササイズ教室　
（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

26 27 28 29 30 31 2 月 1 日
・エクササイズ教室　
（中央公民館）

・１歳６か月児健診　

（白崎会館）
・後期７期・介護８
期納期限
・ 町・県民税第４期
分、国民健康保険税
第８期分納入期限

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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第２０回ゆらふれあいウォークラリー大会

１１月１４日（木）由良地区、１５日（金）衣奈・白崎地区の７０歳以上のみなさんを対象とした老
人招待旅行がみなべ町みなべロイヤルホテルにおいて実施されました。

３８６名の参加をいただき、温泉・お食事・カラオケ・買い物等で、一日楽しんでいただきました。

第２０回ゆらふれあいウォークラリー大会が１１月１７
日（日）門前区で開催されました。

当日は天候にも恵まれ、29 チーム 131 名の方々が興国寺
を中心に門前区を歩いて由良の文化に触れ、ゲームや問題を
解いてゴールをめざしました。

２０回を迎えた今大会は参加者、スタッフ一緒になっても
ちつきを行い、お餅、恒例の豚汁やゆらっ子（早生みかん）
が振る舞われました。

なお、このウォークラリーは、2015 年紀の国わかやま国
体のデモンストレーション競技として由良町において開催
される予定となっております。

平成２５年度由良町老人招待旅行が実施されました
平成２6 年１月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

第 20回ふれあいウォークラリー大会の結果について

12 月 3 日（火）～ 5 日（木）、町内 3
保育所で恒例の餅つき大会が行われま
した。
　臼と杵での餅つきを体験した後は、
出来たてのお餅を園児達は美味しくい
ただきました。

中央保育所餅つき
今月の表紙

（敬称略）

ゆらっ子賞 『算数大好きチーム』（小学生だけで参加チームの中の 1 位）
イケてる賞 『中二病なう。』（中学生以下だけで参加チームの中の 1 位）


